
［気管支喘息とは］

気管支喘息は未だに根本的な原因が分からず，このため完治することがない病気です。また日本国内で年間５０００人前後が亡くなる病気で，交通事故の死者にほぼ匹敵します。これは，気管支喘息は決して甘く見てはいけない恐ろしい病気であることを意味しますが、その本質を十分に理解して，上手に付き合えば決して恐れることはありません。
［気管支喘息の概念の変遷］

気管支喘息の慨念は近年変化しています。嘗て気管支喘息は気管支（気道）において何らかのアレルギー反応が起こり，これに伴い気管支の平滑筋が収縮して『気管支が細くなる』病気と考えられていました。しかし，最近になって『気管支が細くなる』という状態は，喘息の本質ではなく気管支の内側（内腔）の炎症による『気管支の内側の腫れ』によって空気（酸素）が通りにくくなることがこの病気の本質であることが分かってきました。このため，治療の主役は以前の『気管支を拡げる』治療から『気管支の内側の腫れをとる』治療に方向転換が行われるようになりました。
［新しい吸入療法とは］

『気管支の腫れをとる』主役がステロイド剤です。ステロイド剤というと効果が絶大である反面，副作用の多い薬剤というイメージがあるかもしれません。しかし，内服ステロイド剤と異なり吸入ステロイド剤は副作用が殆どない上に効果が絶大です。しかし，気管支拡張剤も緊急時の薬剤として有効性が充分認められています。またつい最近、長時間効果が持続する気管支拡張剤も登場してきていま

す。いずれにしても、治療の主役は『吸入療法』になりつつあります。
［気管支喘息の自己管理］

気管支喘息は医療スタッフによる治療が大切なことは言うまでもありませんが，それと同様に重要なのは，患者さん自身による管理です。この，管理上最もよく利用されるのが，『ピークフローメーター』による『喘息日記』の記載です。外来で患者と医師または看護師が患者さんと接するのは，ほんの一瞬のことです。患者さんは殆どの時間を自分一人で喘息とともに生活しなくてはなりません。こんな時に活躍するのが，ピークフローメーターであり，喘息日記なのです。ピークフローメーターは例えば血圧が高い患者さんが血圧を計ったり，血糖が高い患者さんが血糖値を計るのによく似ています。ピークフローメーターは，その時の喘息の状態が的確にまた客観的に把握でき、今後の治療方針の決定に役立ちます。
［まとめ］

気管支喘息は自己判断で対処することが大変危険な病気で死に結びつく可能性があります。しかし，きちんと病気を理解し正しい治療を行い上手に付き合っていけば，何も恐れることのない病気です。一旦，発作が起こった時は迷わずに主治医の先生に相談しましょう。







